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佐藤正一郎 県議会報告会

令和４年と　き

ところ

会　費

1月16日㈰　午後２時～4時30分
羽後町活性化センター 大ホール
　　　　　　　（羽後町西馬音内中野／町役場隣り）

新春の集いのご案内新春の集いのご案内2022

参加申込み どなたでも参加できますが 準備の都合上、
事務局　☎ 0183－67－2559  または
090－7060－4600 へご連絡ください。

討 議 資 料

6
みらい県民の幸せなみらい、県勢発展のために皆様の声をお聞かせください

■発行責任者／渡部   英治
■編集責任者／佐藤正一郎

みらいみらい
No.

秋田県議会 会派会報

９月・１２月議会 要旨報告

主な内容
令和3年

学名：Camellia sasanqua
日本原産ですが漢名でツバキ種全般
を山茶花と呼ぶことからサンサカが
訛ってサザンカになったと言われま
す。耐寒性の強い常緑低木。10～４月
の寒い時期に咲くので庭木や生垣に
好まれ、ツバキによく似た赤、白、
ピンクなどの一重や半八重などの花
をつけますがツバキとは異なり花び
らが一枚ずつ散っていきます。

サザンカ
（山茶花）

ツバキ科ツバキ属

2,000円（当日、受付でいただきます）

　２０２２年の新春を迎え、皆様におかれましては益々
ご清栄のこととお慶び申し上げます。

　世界に拡がる新型コロナウイルスの影響はいまだに
続いていますが、県民の皆様の健康を守り、今年こそ
コロナを克服して県内の経済活動が活発になるように
取り組みます。特に、秋田県の最重要課題である人口
減少対策や産業振興、福祉と教育の充実、安全・安心
な社会の構築、湯沢雄勝地域のインフラ整備のため、
皆様の声を県政に反映できるように努力します。
　引き続き、皆様からご指導とご鞭撻を賜りますよう
よろしくお願い申し上げ、新年のご挨拶といたします。

※出席の場合はマスク着用と検温・
　手指の消毒にご協力ください。



９月10日～ 10月７日
令和３年・第２回定例会

9月補正予算の主な内容
９月議会

　今回の補正予算は、新型コロナウイルス感染症への対応に要する経費の
ほか、｢第３期ふるさと秋田元気創造プラン｣ に基づく事業、公共事業等
について計上した。

……………… 11億 4,763万円

令和３年度 一般会計 補正予算

万円384億116
補正後の規模 億6,169 7,631 万円

総括審査

●新型コロナウイルス感染症軽症者等受入施設
　整備事業
　新型コロナウイルスの感染拡大に備えた医療提供体制
を構築するため、軽症者等を受け入れる新たな宿泊療養
施設を設ける。

…………… ６億7,210万円
●冬季宿泊・観光関連事業者支援事業
　
　冬季において宿泊事業者や観光関連事業者を支援する
ため、県内在住者を対象とした宿泊代金の割引に対して
助成するとともに、県産品を取り扱う小売店等で旅行期
間中に使用できる観光関連施設応援クーポンを発行する。

新

…………… 19億1,698万円

●秋田県飲食店等事業継続緊急支援事業
　
　新型コロナウイルス感染症の拡大により特に大きな影
響を受けている県内飲食店及び飲食店関連事業者の事業
継続のため、支援金を支給する。

新

………… 2,329万円●世界遺産環境整備調査事業
　世界文化遺産に登録された大湯環状列石及び伊勢堂岱
遺跡における諸課題を地元とともに整理するほか、県道
の移設に向けて地形図を作成する。

新……1,183万円●急性期診療ネットワーク推進事業
　急性期診療に係る病院間の連携体制を強化するため、
オンラインで医療情報を共有できる遠隔画像連携システム
の整備に対し、助成する。

10月18日～ 11月５日
令和３年

決算特別委員会
一般会計および
特別会計の
決算について審査

一般質問９月議会

吉 方 清 彦［能代市・山本郡］
農業・漁業のブランド化について
コロナ禍における首都圏への
テレワーク・移住のＰＲについて

◆
◆

……… ５億 6,786万円●医療機関設備整備等事業
　①診療・検査医療機関等整備事業
　②入院医療機関整備事業
　③診療・検査医療機関への医療資料整備事業
　④診療・検査情報管理支援事業

… １億 5,146万円●受診相談センター設置事業等
　新型コロナウイルス感染症に関する24時間対応可能な
県民相談窓口の設置や、県民への周知啓発を行う。

…… 39億 9,792万円●指定医療機関病床確保事業
　新型コロナウイルス感染症患者の受入れに要する専用
の病棟や病床を確保する場合に、空床に係る病床確保経
費を補償する。

佐藤 正一郎
　［湯沢市・雄勝郡］
佐藤 正一郎
　［湯沢市・雄勝郡］
◆

◆

◆

新秋田元気創造
　プランについて
米価の
下落対策について
あきた芸術劇場の
　　　整備について

総括審査９月議会

副委員長

東海林　洋［湯沢市・雄勝郡］
◆

◆

秋田新幹線新仙岩トンネル
　　　　　　　整備計画について
新型コロナウイルス感染症軽症者等
　　　宿泊療養施設の整備について

◆

◆
◆
◆

盛土造成地に関する規制、点検等と
　　　　所有者等不明土地問題について
新しい消費者問題への対応について
ＱＯＬ向上のための透析治療について
木材の永続的供給のために必要な施策について

吉 方 清 彦［能代市・山本郡］
せい げん

三 浦  英 一［由利本荘市］三 浦  英 一［由利本荘市］
◆｢新秋田元気創造プラン」について
・新型コロナウイルス
　　　　感染症対策について
・秋田新幹線「新仙岩トンネル」
　　　　の整備計画について

鳥 井 　修［秋田市］
◆

◆

コロナ禍の
　　県政運営について
トップスポーツの
　　　　支援について



11月25日～ 12月21日
令和３年・第２回定例会

12月議会
12月補正予算の主な内容

令和３年度 一般会計 補正予算

万円8,837億21
補正後の規模 億6,191 6,468万円

　今回の補正予算は、新型コロナウイルス感染症への対応や高病原性鳥
インフルエンザ対策に要する経費のほか、「第３期ふるさと秋田元気創造
プラン」に基づく事業、公共事業の発注を前倒しするための債務負担行為、
燃料価格の高騰に対応する事業等について計上した。

一般質問12月議会 総括審査12月議会

………… 1,000万円●比内地鶏消費促進緊急事業
　外食の低迷により大きな影響を受けている比内地鶏の
消費拡大と生産者の意欲向上を図るため、イベントの開催
や各種メディアを活用したプロモーションを実施する。

新

……………… 3,584万円●飼料高騰緊急対策事業
　飼料価格の高騰により大きな影響を受けている畜産経営
体の生産基盤の維持・強化を図るため、自給飼料生産に必
要な設備等の整備に対して助成する。

新

………… 9億 6,323万円

●日常生活回復に向けたPCR等検査無料化事業
　
　ワクチン・検査パッケージ制度の定着を図るため、健康上
の理由等によりワクチン接種を受けられない方や、感染拡
大により必要と認められる場合に感染の不安がある無症状
者が、無料でPCR等検査を受けられるよう環境を整備する。

新

……………… 108万円

●咲きほこれ！あきたウーマンパワー応援事業
　
　女性の挑戦や活躍への意識改革を促進するため、働く
女性のネットワークを官民一体で構築し、相互研鑽を行う
ラウンドテーブルを開催する。

新

…… 8,316万円●県内空港利用促進緊急対策事業
　県内空港発着の各航空路線の復便を早期に実施するため、
各空港の利用促進を図る。

……… ２億 807万円
●地域公共交通等新型コロナ対策事業
　
　新型コロナウイルス感染症の影響の長期化により、経営
が悪化しているバス、タクシー、レンタカー事業について、
事業継続に要する経費を支援する。

…… 1,276万円●新型コロナ保健所体制整備事業
　新型コロナウイルス感染者等の移送体制の充実を図る
ため、保健所が行っている宿泊療養施設や病院への搬送を
民間に委託する。

…………… 3,430万円

●新型コロナウイルス感染症自宅療養者支援事業
　
　自宅療養が必要となった場合に備え、自宅療養者への支援
を行う。

………… 1億 5,000万円
●高病原性鳥インフルエンザ対策事業
　
　養鶏場の消毒等まん延防止と発生予防対策を強化するほ
か、影響を受けた養鶏農家の経営継続に向けた支援を行う。

新

東海林　洋［湯沢市・雄勝郡］
◆
◆
◆
◆
◆

危機管理と県の対応について
大学を核とした産業創出と人材育成について
移住・定住対策について
再造林対策について
新型コロナウイルス感染症予防対策について

土 谷  勝 悦［横手市］
◆
◆

◆

農業政策について
漬物生産者への
　　　　支援について
新屋演習場の
　平和利活用について

予算特別委員会
三 浦  茂 人［秋田市］

予算議案及びその関連事項な
どを審査するため、議員全員
で構成される特別委員会

令和３年５月13日 ～ 令和５年４月29日
設置期間／

副委員長として議事進行

渡 部  英 治［大仙市・仙北郡］
◆
◆
◆
◆

佐竹知事の政治スタンスについて
新秋田元気創造プラン（素案）について
新型コロナウイルス感染症対策について
サキホコレの先行販売について

〈横手市十文字／ 令和３年11月10日〉会派県内調査

豪雪被害からの復旧状況と
ハウスによる周年農業について

●園芸メガ団地視察（越前地区）



討議資料

県議会レポート県議会レポート
佐藤正一郎の

　９月～12月議会では新たな県政運営の指針となる
「新秋田元気創造プラン」（2022～25年）について、
予算特別委員会の総括審査や総務企画委員会で積極
的に取り上げ、課題や重点施策の内容について議論
を行いました。

◆予算特別委員会総括審査（抜粋）

　　県民所得は首都圏に比べて低い水準にあり、
　　賃金格差が若年層の県外流出の要因になっ
ているとして、新プランでは「賃金水準の向上」
を掲げている。知事は「従来の発想にとらわれ
ず、将来を見据えた実効性の高い施策を展開す
る」というが、具体的にはどのようなものか。
　
　　企業の誘致や地元のＩＴ産業を重点的に伸
　　ばしていく。賃金の高い産業構造に向かっ
て政策を移行していかないとどうしようもない。
弱いところの業態を変換する。業種ごとの振興
策と誘致をきめ細かくやっていく手順で進め
たい。

　　岸田新首相は成長と分配の好循環を目指す
　　として、例えば看護師や介護士などの待遇
改善に取組むという。県がリーダーシップを
とって賃金を引き上げるなどの具体策はあるか。
　
　　財源的に県で補填することはなかなか難し
　　い。

　　最低賃金が改定され、秋田県では全国一律
　　の28円より２円高い30円を引き上げた。
それでも全国最低レベルであり全国平均とは
108円の差がある。毎年２円ずつ努力しても50
年かかる。
　経営者側（企業）も賃上げできるような支援
策をどう組み立てるか。　
　
　　設備投資を行う場合は立地関係の支援を
　　行っている。できない所は将来性がないの
で、業態変換あるいはМ＆Ａ（※）でやってもらう。
選択的支援に移ることで企業規模と内容が良く
なってくると思っている。

　　米価（ＪＡ概算金）は過去５年で最安値と
　　なった。経営所得安定対策や収入保険など
に加入している農家は一定程度補填されるが、
支払は来年６月頃になる。日本政策金融公庫の
セーフティーネット資金をつなぎ資金として活
用できるというが、県独自の支援策は行わない
のか。
　
　　　下落に対してできることは資金繰り対策
　　　になる。公庫の資金がコロナ対応分とい
う形で拡充され、実質５年間無利子になってい
る。平成２６年の米価下落時にはそういう制度が
無く、県が単独で無利子の事業を行ったが今回
は公庫資金で十分に対応できるのではないか。

　　需要が回復しなければ低米価が続く可能性
　　がある。今後の推移に沿った対策を検討し
ていただきたい。　

　　　１万円を割り込むようなことになれば稲
　　　作農家はやっていけない状態になる。国
に対して必要な措置は求めていきたい。

問

知事

問

問

知事

知事

問

問

農林水産
部長

農林水産
部長

県民の皆様からのご意見・ご提案など大歓迎です。事務局までお知らせください。　TEL 018-860-2071　FAX 018-860-2103

賃金水準の向上をめざす
米価の下落対策は

※M&A（エムアンドエー）
　Merger（合併）and Acquisitions（買収）の略。「会社あるいは
　経営権の取得」を意味する。

美の国あきた

さとう正一郎

■ 県議会活動はWebからもご覧になれます

https://www.pref.akita. lg . jp/
秋田県公式サイト 美の国あきたネット

➡ 「秋田県議会」

「元気な秋田」を創造しよう!!
さとう正一郎ホームページ
https://www.sho-ichiro.net/


